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西洋近現代史研究会 4 月例会（2023 年 4 月 15 日＠明治大学駿河台キャンパス） 

 

書籍紹介『笑え！ドイツ民主共和国』（教育評論社、2022年） 

―「型」は破らず、「枠」は超え、「補う」という意識― 
 

柳原伸洋 1 
東京女子大学・歴史文化専攻 

 
第一部：『笑え！ドイツ民主共和国』について 

 
1－1．本書執筆の経緯と目指したもの 

・ペンネーム「伸井」の著作 
 伸井（のびい）→最初のドイツ語非常勤先ではファーストネームで呼ぶことになっていたので…。 
 太一（たいち）→マンガ『マスターキートン』2の平賀太一キートンから…。 
 参考：「これも学習マンガだ！」150 選、専門家のオススメ作品インタビュー（歴史）3 

 
・『ニセドイツ 1～3』の三冊：最初の 2 冊は東ドイツ製品、3 冊目は西ドイツ製品を扱う 
・『第二帝国』（共編著）の二冊：これも製品文化→帝政期の宰相列伝など、「人」に注目しはじめる。 
→某編集者との会話「東ドイツを知るための入り口がほしい」 

・本書の企画書から一部引用（下線と数字は引用者によるもの） 
…①ジョークをもとに当時の社会や人々の生活を読み解く。②東ドイツを知らない世代にも読んで
ほしい一般向けの企画… 

 ①：今までのジョーク本＝ジョークのみか解説部分の厚みが歴史・社会までは届かない 
   →ジョークを主人公にしつつ、実は歴史の本にしたい。 
 ②：イメージの中の東ドイツ＝消滅した国、スパイ、密告、陰鬱な感じ…… 
   →人が生き、そこで「笑い」が生じ、しかしながらその「笑い」さえも統制される対象だったとい

う捻れた歴史を書きたい。 
   cf. 『ニセドイツ』：モノの「似せ」性＝東西ともに。また「偽」ではない。 

→東独イメージの転換・多様化を目指した。 
 ・執筆のプロセス：鎌田タベアさんとの協働→定期的な Zoom ミーティング 

 
1 E-Mail: yanagihara0701@gmail.com  
2 作画：浦沢直樹、脚本：浦沢直樹・勝鹿北星・長崎尚志、小学館、1988-94年。 
3 「これも学習マンガだ！」150 選、専門家のオススメ作品インタビュー（歴史）、
https://books.rakuten.co.jp/event/manga-edutainment/special/vol11/ （最終アクセス：2023 年 4 月 14日） 

mailto:yanagihara0701@gmail.com
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1－2．感情史、あるいはジョーク研究から見えてくるもの 

・独語 Witz＝Wissen と語源は同じ、「機知、英知」4 
 ・東ドイツ体制下では「国家を危険にさらし、扇動した罪」：禁固刑（長いときは 3 年以上なども） 

 →裁判では「罪な」ジョークで笑ってしまわないように工夫がほどこされた…。 
・研究上の問い：ジョークは、体制批判としてどの程度の影響力をもったのか。 

→避けがたい運命を追認≒現状追認的な行為→体制維持に寄与？ Cf. Herzog, 20185 
  ：「壁龕社会論」や「日常生活と政治の直結化」との比較 Cf. 河合、2015, 20206 

→私見：「発話」行為と伝達→人々の間で批判が意識化され続けた点は軽視はできない。 
 ・ジョークの死角：男性中心的な語り 
 ・日本のジョーク受容史＝付録的な解説として 
 
1－3．一般書としての本書 

・パブリック・ヒストリーの観点：研究者が学術世界の枠を超えて活動（なお、教育も含む）7 
・本書の仕掛け：ジョーク史を掘り起こしたうえで、「現代の日本（※日本語話者向けに書かれている）」
に論点・問いとして跳ね返してみせるということ→問いかけ「今の日本で政治ジョークは可能か？」 

 ・編集者との関係：編集者は書籍制作・販売のプロだということ 
  →書名は出版社や編集者が決定する場合について 
  →未だに、なぜ「売れているのか」は私にとっては不明……8 

 
 ↑某編集者 A「コロナ禍で『笑い』が以前よりも重要になったのではないか」 
 ↑某編集者 B「ドイツ語学習の要素が大きいのではないか」 

 
4 Witz, in: DUDEN – Herkunftswörterbuchデジタル版 
5 Rudolph Herzog, Heil Hitler, das Schwein ist Tot!. Lachen unter Hitler. Komik und Humor im Dritten Reich, Köln 2018. 
6 河合信晴『政治がつむぎだす日常 東ドイツの余暇と「ふつうの人びと」』現代書館、2015 年；同『物語 東ドイツの
歴史 分断国家の挑戦と挫折』中公新書、2020 年。 
7 菅豊・北條勝貴編『パブリック・ヒストリー入門』勉誠出版、2019年；柳原伸洋「在外研究レポート「コンテンツの
文化史とパブリックヒストリーの出会う場 ザルツブルクの研究会「歴史で／歴史と遊ぶ」に参加して 」コンテンツ文化
史学会『コンテンツ文化史研究』13 号（2022 年 3月）、106-110 頁；同「開戦八〇年とドイツ ―パブリックヒストリー
研究の視点から」歴史教育者協議会『歴史地理教育』899 号（2019 年 9月） 
8 杉並区図書館サイト：https://www.library.city.suginami.tokyo.jp/licsxp-
opac/WOpacTifTilListToTifTilDetailAction.do?tilcod=1000011253271 （最終アクセス：2023 年 4月 15 日） 

https://www.library.city.suginami.tokyo.jp/licsxp-opac/WOpacTifTilListToTifTilDetailAction.do?tilcod=1000011253271
https://www.library.city.suginami.tokyo.jp/licsxp-opac/WOpacTifTilListToTifTilDetailAction.do?tilcod=1000011253271
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・パブリックヒストリアンとして：一般社会に阿る必要なし＝研究の「型」は守り、補完する意識 
  →参考文献リストとザクセン・ドイツ語の採用など 
・決めていること＝「初刷り」は売り切る→読者射程と内容密度・記述とのバランス 

 
 

第二部：2023年時点で伝えたいことと、みなさんと考えてみたいこと 

―私の「衝撃」をもとにー 

 
2－1．研究会では「個人の思い」を語らないという風習について 

・東欧史研究会の衝撃：「2003 年度シンポジウム：周辺からのまなざし、周辺へのまなざし―東欧マイ
ノリティ研究の現在―（12月 20日、明治大学）」と 9、個人的な憤りを伴った発言 

 →「西洋史若手研究者問題検討ワーキンググループ」などへの参加や論稿の発表 10 
・4 月某日、現代史研究会の会誌発送後の懇親会 
 「昔の〇〇研究会はこうだった」や「昔の〇〇先生はこうだった」などと語る私たち。 
  →記憶の継承としては重要だし、（話す方は）楽しい……が、ふと冷静になるとそれは若い研究者

に何も残していないし、未来に寄与していないのではないか。 
・退官記念講演など＝約 40年以上の研究成果の報告や総決算、次世代へのメッセージ 
          →含蓄に富むが、ちょっと世代が違いすぎじゃない？と思うことも… 
・本日、本研究会での報告 
→研究人生の約 20年で一度、「何か」を伝えること＝どう伝わるにせよ、軽視されてきた行為 

・若手研究者に対して、中堅・ベテラン研究者の対応は常に遅れ続けてしまうという現実 
→20 年前の自分が聴きたい話はなんだろうか。 

・20 年間で何が変化しただろうか＝議論の素材として 
例：SNS の普及、デジタル化の進展 

2000 年代は「ドイツに行きやすくなり」、ここ数年は「ドイツに行きにくくなっている」 
 
2－2．教育について 

・芝崎厚士氏の教育メソッドの衝撃 11 
・「マックス・ヴェーバーの呪縛」の克服は可能か？ 

  ＝『職業としての学問』：学者・研究者の二つの両立は困難→稀な例外にすぎない。 
   →個々の研究者レベルではその通りだが、学問世界を広く見渡せば、相互協力が可能ではないか。 
   →教育上も相互補完が可能では？ 

 
9 東欧史研究会ホームページ： https://sites.google.com/site/tououshi/reikai?authuser=0 （最終アクセス：2023 年 4
月 14日） 
10 西洋史若手研究者問題検討ワーキンググループ： https://sites.google.com/site/futurehistoriansjp2012/ （最終アク
セス：2023 年 4 月 14日）；柳原伸洋「若手研究者をめぐる状況と「学会の未来」について 経験から提言へ」比較文明
学会『比較文明』2017年、26-50頁。 
11 芝崎厚士 Researchmap：https://researchmap.jp/read0143146 （最終アクセス：2023 年 4 月 14 日） 

https://sites.google.com/site/tououshi/reikai?authuser=0
https://sites.google.com/site/futurehistoriansjp2012/
https://researchmap.jp/read0143146
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→ただし、「学問に専心せよ」というメッセージは重要＝「型」を大切にする。 
   →「枠」を超えれば他と繋がる可能性も出てくるし、他を補完する可能性も出てくる。 
・東欧史研究会（2014 年 4 月）：柳原「東ヨーロッパ研究の過去・現在・未来を考える「東欧史カフェ」

―歴史コミュニケーション―」という報告 12 
 

2－3．二つの顔を持つということ 
・心理学者・佐藤達哉氏（サトウタツヤ氏）のコメントの衝撃（シンポジウム「関東大震災から 81 年 
―朝鮮人・中国人虐殺を再考する」（2004 年 9 月）13 

・「型」は重要だが、「枠」は不要で、枠を超えていくこと＝知的営為 
 ：2023年 4月 13 日の講義「ナチ・ドイツとホロコースト」の感想 

    ……こんなに明るく聞きやすい授業は始（ママ）めてでした。歴史学についての概説もとても分
かりやすく、今までの知識がやっと学びに変化した気がしました。…… 

・本名モードとペンネーム・モードの 2 つが、互いを緊張・反省させ、互いに影響を与える。 
→場所・関係の多様さと自分のあり方の複数性→ストレスの解消にも  Cf.ドイツ留学や生活 
→研究者仲間からの刺激とライター仲間からの刺激 

・東ドイツ「オスタルギー」との距離感 
→趣味文化愛好者にも裾野を拡げ、楽しみつつ、しかし「オスタルギーの問題性」を指摘できるよう
なあり方 Cf. 柳原、2016, 2021 など 14 

 
2－4. コロナ禍以後、未来の研究を考えてみる 

・コロナ禍の衝撃→「自由の制限をどう捉えるのか？ Cf. 柳原、2021, 2022 など 15 
  ＝物理的、心理的、社会的なディスタンスの拡大 

→コロナ禍は物理的に外に出にくくなったわけだが、「枠」の外にも出にくくなったかも？ 
→私たちの思考と加速化・短絡化 Cf. ローザ、202216 

・「笑い」や詩の大切さ 
 →研究者同士で笑いあうことの大切さ 
→研究も書き物で「詩」も書き物で、それらは繋がっていて、生きることにも繋がっているかもしれない。 

 
12 東欧史研究会ホームページ：https://sites.google.com/site/tououshi/reikai （最終アクセス：2023 年 4月 14 日） 
13 DESK（東京大学ドイツ・ヨーロッパ研究センター）のホームページ：http://www.desk.c.u-
tokyo.ac.jp/j/study_020_040905.html （最終アクセス：2023 年 4 月 14 日） 
14 柳原伸洋「モノから想起される二つのノスタルジー ードイツのオスタルギーから日本の空襲マンガまで」コンテンツ
文化史学会『コンテンツ文化史研究』12 号（2021 年 5月）、86-100頁；同「オスタルギーとは何か？」森井裕一編『ド
イツの歴史を知るための 50章』明石書店、2016年、339-341 頁。 
15 柳原伸洋「入国隔離で年越し 曖昧すぎる日本と曖昧さをなくしすぎたドイツにコロナ対策 」Wezzy（2022年 3 月 2
日） https://wezz-y.com/archives/94442 （最終アクセス：2023 年 4 月 14日）；同「コロナ禍のいま「当たり前」に
行われている私権制限 −帰国隔離、かく語りき−」Wezzy（2021 年 5月） https://wezz-y.com/archives/90053 （最
終アクセス：2023年 4 月 14 日） 
16 ハルトムート・ローザ『加速する社会 近代における時間構造の変容』（出口剛司監訳）福村出版、2022 年。 

https://sites.google.com/site/tououshi/reikai
http://www.desk.c.u-tokyo.ac.jp/j/study_020_040905.html
http://www.desk.c.u-tokyo.ac.jp/j/study_020_040905.html
https://wezz-y.com/archives/94442
https://wezz-y.com/archives/90053
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 「信じる」は墓石のそばにはいない。インターネットの中にいた子どもに大人は言います。触れる、ぬく
もりのあるもので遊びなさいと。こどもは大人に言いたいのです、命は、体を借りて触れるのだと、ぬく
もりも、存在も、体に借りているではないかと、命は、どこにあるのだと。けれど大人はこどもよりも先
に死ぬことを、こどもは良く知っています。インターネットのことなど、どうでもいいのです。 

 最果タヒ「四月はリルケ」より一部抜粋 17 
・「学芸」と学の芸の可能性へ 
→学問の「型」は大切にしつつ、その「枠」を超えたり、再構築や補完したりする、そんな研究者「も」
アリではないか。 

 
昨今、ドイツに関する日本の業界は冷め切っているといわれる。確かに、過去の日本ではドイツがもては
やされすぎたという事実も認めざるをえないが、やはり「ドイツは面白い」。業界が冷めているなら、各
自の工夫によって熱くしようという意気込みをもった同志の方々の登場を心から期待したい。                              
「おわりに」『ニセドイツ 3』 
→佐藤卓己編著『ヒトラーの呪縛 日本ナチカル研究序説（下）』（中公文庫版、2015年）329頁に引用 

 
・「あなた」が研究したいと思うことを研究してほしいということ。 
 →そのための「作戦」は必要かもしれないし、中堅・ベテラン研究者の制度設計は必要だけども…。 

 
文學界新人賞の選考委員・金原ひとみ氏のコメント 18 
→ここでも他の選考委員のコメントを「補っている」という考え方が重要なのでは？ 
 
 

結論：何でもいいよ！研究してみて！ 

  
 

 
17 最果タヒ『グッドモーニング』新潮社、2017 年（文庫版）。 
18 文學界新人賞募集のサイト https://www.bunshun.co.jp/mag/bungakukai/bungakukai_prize.htm  

https://www.bunshun.co.jp/mag/bungakukai/bungakukai_prize.htm
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おまけ： 
■AI が与えてくれる動機 
・AI 使用の禁止の流れ 
・AI を「敵」ではなく、知のツールとしてポジティブに捉えるのはどうだろうか。 
 →AI によって導かれる「気づき」 Cf. アニメ映画『アイの歌声を聴かせて』（2021 年） 
・AI は結局、ネット空間を検索して回答している以上、「AIに教えているのは専門家」だという事実 
・AI でレポートを書くなら、「AI によって書かれたどうかを AI に判断させ、その後に自分で確認すれ

ばよい」 
 
■5 月 13 日(土)、5 月 14 日(日)にイベントやります！ 
・5 月 13 日（土）日本人がもっともっと知りたくなるドイツ！ https://motto-doitsu.peatix.com 
・5 月 14 日(日) ドドンとドイツ！！９ ～渋谷に復活！おジャーマン～ Wir sind wieder da!（ヴィ

ア・ズィント・ヴィーダー・ダー） 
https://tokyocultureculture.com/event/general/34287  

 
 
■『笑え！ ドイツ民主共和国』に採録した主要参考文献 

〈日本語文献〉 

池谷壽夫『東ドイツ「性」教育史 性をめぐる状況と「生物」教授プラン』かもがわ出版、2017 年。 

石田勇治編著『図説 ドイツの歴史』河出書房新社、2010 年。 

石田勇治・佐藤公紀・柳原伸洋ほか編『ドイツ文化事典』丸善出版、2020 年。 

イスクラ『共産主婦 東側諸国のレトロ家庭用品と女性たちの一日』社会評論社、2014 年。 

ヘルマン・ヴェーバー『ドイツ民主共和国史 「社会主義」ドイツの興亡』（斎藤晢・星乃治彦訳）日本経 

済評論社、1991 年。 

エトガー・ヴォルフルム『ベルリンの壁 ドイツ分断の歴史』（飯田収治ほか訳）洛北出版、2012 年。 

ヴォルフガング・エングラー『東ドイツのひとびと 失われた国の地誌学』（岩崎稔ほか訳）未來社、２０１０年。 

ディートリッヒ・ガルスカ『沈黙する教室 1956 年東ドイツ 自由のために国境を越えた高校生たちの 

真実の物語』（大川珠季訳）アルファベータブックス、2019 年。 

河合信晴『政治がつむぎだす日常 東ドイツの余暇と「ふつうの人びと」』現代書館、2015 年。 

河合信晴『物語 東ドイツの歴史 分断国家の挑戦と挫折』中公新書、2020 年。 

川越修『アンゲラ・メルケルの東ドイツ 「劣化する社会」を生きる人びと』ナカニシヤ出版、2022 年。 

川越修・河合信晴編『歴史としての社会主義 東ドイツの経験』ナカニシヤ出版、2016 年。 

クリストフ・クレスマン『戦後ドイツ史1945‒1955 二重の建国』（石田勇治・木戸衛一訳）未來社、1995 年。 

國重裕『壁が崩れた後 文学で読むドイツ統一後の東ドイツ社会』郁文堂、2022 年。 

近藤潤三『東ドイツ(DDR) の実像 独裁と抵抗』木鐸社、2010 年。 

近藤潤三『忘れられた独裁国家 東ドイツの形成』木鐸社、2020 年。 

清水聡『東ドイツと「冷戦の起源」 1949 ～ 1955 年』法律文化社、2015 年。 

https://t.co/C50NvNqGTR
https://tokyocultureculture.com/event/general/34287
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清水望『平和革命と宗教 東ドイツ社会主義体制に対する福音主義教会』冬至書房、2005 年。 

白川欽哉『東ドイツ工業管理史論』北海道大学出版会、2017 年。 

高岡智子『亡命ユダヤ人の映画音楽 20 世紀ドイツ音楽からハリウッド、東ドイツへの軌跡』ナカニシヤ出版、2014 

年。 

田野大輔・柳原伸洋『教養のドイツ現代史』ミネルヴァ書房、2016 年。 

根本道也『東ドイツの新語』同学社、1981 年。 

伸井太一『ニセドイツ1 ～ 3』社会評論社、2009・2012 年。 

伸井太一『創作者のためのドイツ語ネーミング辞典 ドイツの伝説から人名、文化まで』ホビージャパン、2019 年。 
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